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<研究報告>
視覚障害児に対する幼稚園へのコンサルテーション
B園への取り組みと実際
猪平 異理 (宮城教育大学特別支援教育講座)
田副 久美子(宮城県立視覚支援学校)
【要約】
視力は色や形がぼんやり分かる程度で、物の把握は聴覚や触覚が中心になる 3歳の
視覚障害児が県北の地域の幼稚園に入園することになり、園へのコンサルテーション
が必要となった O 県内ではただ-校の視覚支援学校が専門的な支援のできる機関であ
るが、未だ遠隔地在住の幼児の支援には素早い対応ができない状態であったため、本
学の特別支援教育総合研究センターの組織を活用して支援態勢をつくっていった D
その結果、大学と視覚支援学校の双方が関わるコンサルテーションが実現し、視覚
障害児の 3年間の園生活は安定して、本児は順調に成長を見せてくれた O その支援は
視覚を補う具体的な配慮の数々であったが、主として本児の生活習慣の自立と、友達
とのかかわりに大きな成果を挙げることができるものであった O
1 .はじめに
全国的に視覚障害のある幼児の支援は主に地域の視覚支援学校(盲学校)がその役
割を担っている。その運営に大きく関わりのあるのが幼稚部であるが、視覚支援学校
全体の幼稚部の設置率は小・中学部のある学校の 7割程度である O 残念ながらこの宮
城県の視覚支援学校には設置がない O 全体的に対象とする視覚障害児が少数であり、
遠隔地に住む子ども達が通学に困難を来すためであろうと思われるが、宮城県立視覚
支援学校では就学前教育への措置として幼児教室を月に 1度開催して指導の場とし、
幼児支援の拠点となっている O
一方、近年は全国の視覚支援学校は地域の視覚障害教育のセンター的役割発揮の一
環として早期支援においては、 O歳からの超早期支援、幼稚園・保育所・通園施設在
籍児のための通級指導、これらの機関への訪問相談、育児講習会等を実施している O
特に在籍児が 10'""20名程度になる大都市圏では幼稚部の事業としてこれらの活動を
活発に行っている。
こうした中、生後 1カ月より宮城教育大学の猪平のもとで教育相談を受け、併せて生
後 10カ月から視覚支援学校で早期支援を田副が担当していた 3歳の視覚障害児(以下
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A児と表す)が平成 18年度、公立幼稚園に入園することになった。 A児は県北の仙台
から 120km程の町に住んでおり、この地元の幼稚園にコンサルテーションが必要とな
った D このような支援は県立視覚支援学校の役割として求められるものであったが、
学校としては幼児支援のための遠隔地への訪問指導は前例が無く素早い対応が難しか
った O
そのため、この訪問指導を本学特別支援教育総合研究センターの活動の一環として
猪平が視覚支援学校との連携の基に取り組むことにした D そして視覚支援学校の早期
支援担当者である田副が本センターの研究協力員に就任し、この 2人が共同研究とし
て B幼稚園への訪問支援ができるようにすることで学校長の承諾を得た。 B幼稚園に
は学期に 1回、この 2名で出向き、 A児が卒園までの 3年間、支援のための訪問を続
けた D こうした取り組みで県立視覚支援学校の幼児支援活動には弾みがつき、これを
始めた直後には県の障害児教育地域支援推進事業として田副の出張が認められ、旅費
が支給されることになった o 視覚支援学校からはその時点より担当者の保育機関、通
園施設 5，6カ所への訪問相談が続いている D この活動も当初は夏休みなどの長期休暇
が中心であったが、 20年度は担当者が専任で担当できる体制が整った。さらに本児が
保護者の希望で地域の小学校への就学が予想されたため、年長組では点字の導入指導
の必要を助言し、それに対して視覚特別支援学校小学部の教員が B幼稚園を訪れる機
会も得られた O
このコンサルテーションは県の視覚障害児への早期支援充実を進めるものとなっ
たO ここにその 3年間の取り組みの実際と A児の成長する姿を報告する o
n. A児のプロフィールと B幼稚園への訪問相談の方法
1. A児のプロフィール 2002年生まれ 男児
視力:右 0、左 0.01 視野 10。
2. B幼稚園 町立、 3'""5歳児の園児数 20人程度の小規模園、 2クラス編成
3. 訪問相談の方法
A児は 8'""10人のクラスに在籍 (4歳児年中組では 3，4歳児の混
合クラスであった)
・期間平成 18'""20年度 学期に 1回
・保育観察 11 :00'"" 14:30 この聞に保護者との懇談の機会もあった O
-指導検討会 15:00'"" 16:00 
参加者:園長、保育者 3名(うち 1名は障害児担当の講師)
保健師、盲学校教員、大学教員
※ B幼稚園は仙台から JR線快速で約 1時間 40分、タクシー乗車 10分の遠隔地
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である。交通手段の制約も受ける中での訪問であった O
il. B幼稚園における助言と支援の内容
A 児は眼科医師の紹介で生後 1カ月に宮城教育大学を訪れ、その後も猪平は年に
3，4回教育相談として支援を行ってきている O また、視覚特別支援学校にも生後 10
カ月から通い、田副が早期支援として担当したO 主に情報交換会(猪平も参加)や夏
季相談会などに来校し、他の保護者との情報交換や個別での養育相談などに対応し
てきた O
一方、 B幼稚園の保育者は A児の入園が決まった段階で視覚障害児の保育に対す
る研修を受けるため視覚特別支援学校を訪問した。さらに A児の保護者に同伴して
保護者情報交換会や夏季相談会などに参加し、熱心に専門的な指導法を学んでいる O
こうした経緯をふまえた幼稚園へのコンサルテーションであったが、幼稚園にお
ける実際の保育観察の中から行われる助言や支援は保育担当者や保護者に説得力
のある内容として提供できたと思われる O 以下は 3年間の協議・検討課題を項目別
にまとめたものである O
( 1 )視覚の障害に対する理解と啓蒙
A児の視力はかなり低いが、色が識別でき、目を近づけて見る行動から園生活
の中では見えていると誤解されている面があった o ~O ム口』や『機関車トーマ
ス』の絵本を好んだり、アンパンマンのキャラクターを見分けたりしたからであ
るO そのため保育担当者及び保護者からも、小学校入学に向けた普通の文字の学
習方法についての質問を受けていた O
本児の見え方は目をかなり近づけてみても形がぼんやり分かる程度で、物の把
握は聴覚や触覚によることが中心になることの説明を行った O さらに両親は視覚
支援学校において本児の見え方の疑似体験をし、専門家の視機能検査の結果「明
確な色の見分けはできるものの、学習は点字の方がよい。」という説明を得てよう
やく認めることができたようであった O
( 2 )指導体制
視覚障害児には適切な言葉かけと人の手を介する個別の指導が必要となる。
幼稚園では町の教育委員会との話し合いで入園後 1カ月を経て年少組 5月より
支援講師を配置する態勢が整えられ、母親の付き添いの必要がなくなった O 園生
活の当初の移動は必ず大人と手をつなぎ、指図は傍らで密着して行われていた
が、アドバイスにより徐々に本児の動きを見守り、安全を確保した上で、必要な
時に支援する方法が採られるようになっていった O 年長組では支援講師の交代が
あったが、支障なく支援が行われた。
?? 、 】
( 3 )遊び・活動
A児には保育活動や遊びのそれぞれを楽し
む中で見えない部分を補う説明が欲しい。加
えて音声や触覚による確認をさせていきた
し10
年少組では初めて経験する縄跳びの教え方
に苦慮していた。支援講師は自らの身体に結んだひもを A児に持たせて一緒に跳
ぶ手だてを思いつき、その方法では 50回程続けて跳べるようになっていた O 盲
児が縄跳びを学ぶ手段としては、縄を回し、縄の床に落ちる音を確認してまたぐ
方法がありその紹介をしたところ、年中組に入った折にはその手法で熱心に練習
する A児の姿があった O さらに跳び縄の色をクラスメートが使う黄色ではなく、
床の色に際だつように赤色を利用していた 3年目、年長組では一人跳びがゆっ
くりではあるが、続けて 10回近く跳べるようになった O
( 4 )友達関係
視覚映像がないと友とのかかわりは持ちにくい面がある。保育者は交流を心が
け、しかも介入で交流を妨げずに発展をめざす援助が求められる O
A児は 1年目には自らが友達に働きかける方法がうまくし1かなかったが、年長
組の築山遊びに自信を付けてきた様子が窺えた O 築山からスケーターにまたがっ
て滑り降りる遊びで、スケーターがなかなか貸してもらえず悲しそうに地団駄を
踏む A児であったが、支援講師の援助で話し合いをすることができ、楽しそうに
交代で使うことになった O また、砂場で遊んでいる友達の側に近づいてから「ま
ぜて」と声をかけたり、自分で作った砂団子を「たこ焼き、いりませんか。 Jと友
だちに呼びかけ、「ちょうだいという友だちと嬉しそうにやりとりしたりする
姿を見ることができた O
( 5 )身辺処理
日常、特に園生活においては視覚に頼らずに使い勝手の良い用具の使用を工夫
したり、 A児の持ち物に分かりやすい目印をつけたりして自立した生活行動が育
つように配慮する O
例えば、弁当袋や手ふき入れはマチが大きく、しかも、開閉時に扱いやすい取
っ手を付けるなどの保育者のアドバイスで母親が作り、これらを 3年間使い続け
て上手に短時間で中身を出し入れできるようになった O このほか、スモックや帽
子の前部に印を付けたり、上着のボタンを大きくしたりする配慮もあった。
( 6 )保護者とのかかわり
A児の保護者には障害の受容にまだ課題があり、他児との比較で動揺すること
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もあった。やはり特に寄り添うような配慮が欲しいこと、そのためには保護者と
じっくり話す機会をっくり、信頼関係を十分に培う必要がある O この協議・検討
会には毎回この地域で長く活躍する保健師の参加があったため、本児を取り巻く
個別のニーズに即した家庭へのアドバイスや幼稚園での生活方法を検討するこ
とができた O
( 7 )点字導入練習
A児の就学先について保護者は寄宿舎を利用することになる視覚支援学校では
なく、親元から通学させたいとの強い希望と一般幼稚園での生活で自信を深め、
地域の小学校に入学させることに決めていた O そのため本児には点字による学習
が適切であることを保護者が理解した後、点字導入練習が園において就学準備と
して行なわれた。基本的な指導内容は視覚支援学校から小学部の教員によって伝
達され、教材も貸し出された O 日常的な練習は保育者によって行われた O
IV. B幼稚園で成長したA児の記録
A児のクラスは 10人程度であり、 A児にとっては恵まれた小集団の幼稚園生活を
送った。この中で成長した本児の姿を B幼稚園の記録をもとに年齢を追いながらまと
める O
1. 3歳年少組
入園当時 -制服のボタン掛け、ズボンの上|・小さな遊具をつかむことが難しく、
げ下げ、カバンの鍵などで手先を|手のひらを使って物を取る O
使うことが難しく、介助が必要。 I・位置のわかりにくい遊具にぶつかる
.食事は手掴みで食べることが多|ことがある。
|・クレヨンは握りが弱く塗りが薄い 0
・音楽は聴くが、自分からは歌わない O
家庭の協|・制服のボタンを大きくしたり帽|・主にテレビで気に入っているアンパ
カ |子やスモックに、前後の確認のた|ンマンや機関車トーマスのビデオを見
めの印をつけてもらったりした。 Iていることが多い O
・コップ、タオルに触れて分かり|・遊び相手は曾祖母で昔話を聞かせて
やすくするためガムテープなどの|もらっている。
印やリングをつける。
・お弁当は食べやすいようにおに
ぎりにしてもらう。お弁当袋は出
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圏内での
取り組み
本児の変
容
し入れしやすいよう箱型に作って
もらう。
・ロッカーや靴箱は端に設置し、
分かりやすいマークをつけた。
・自らの力が育つよう見守ること
を大事にした支援を心がけた。
-銀色の固定遊具には見やすい色のテ
ープを貼り、自分で確認できるように
した O
-行事等日常と異なる雰囲気や音が出
-身辺処理では家庭との共通の方|る場合は、事前に本人に知らせておく
法を確認して練習した。 Iようにした 0
・非常ベル、花火、ピストル、笛の音等に極端に敏感で 耳を押さえてパ
ニック状態になる。
・固定遊具の場所を把握し、乗り方を理解して遊べる遊具が増えてきた。
・呼びかけや手をたたく音で教師や友達の位置がわかり、その場所に集ま
ることができた O
1年間の制作活動でクレヨン描きのタッチが強くなった。
・かけっこ、マラソンは鈴の音やボンボンを目指して、ゆっくり走れた 0
・室内遊びではブロックやおもちゃを使い、保育者とごっこ遊びができた 0
・日直になって人前で話をしたリ、歌を歌った O
入園当初は、集団に戸惑い不安定な状態でスタートしたが、課題には保育者と保護
者が幾度となく話し合いをもつようにした O 特に基本的な生活習慣を自立に導くため
の家庭への支援と手だての検討が多かった o A児の身辺自立の力は少しずつ向上して
おり、保育者の援助が減っていることが確認できた O 年少組の最後には集団生活に気
持ちの安定が見られるようになったO
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2. 4歳年中組
年度当初 |新しい担任や新入園児に戸惑っていた。部屋、靴箱、ロッカー、机の位置、
生活用品の置き場などを移動せず、マークなども変えずにスタートした。
援助されることに慣れてしまい、自らできることにも力を発揮していない
面があった。音への恐怖感、人とのかかわりに支援が必要と思われた。
・近所の友達が遊びに来る |・ 家の中の遊びが中心で、主にDVD家庭での
様子
??????
? ?
?
?
?
?
、、?
。??
????っ ー?????????? 。?????、? ??
?
?
? ???、? ?? ゎ? ?????
?????
?????
友達に手助けしてもらった時
に「ありがとう Jが言える O
自らの力ではできないことを
近くの友達や先生に頼むこと
ができた O
一緒にお家ごっこをした友達
が後片づけをした A児に「すご
く頑張ったね」と嬉しそうに伝
えた。
5月より当番活動をゆっくりではあるが、自力で行えるようになった O
年少の時は虫に触れなかったが、友達の間でダンゴムシが話題なると、
初めての園庭での運動会。日々の練
習でピストルの音や笛の音に怯え
ることなく、目印のポンポンに向か
つて走ったり、踊ったりできた O
縄跳びを一人で回して跳ぼうと練
習していた O
ダンゴムシやナメクジなどが触れるようになった O
分からない音を怖がるが、説明してもらうと安心できるようになった O
『機関車トーマス』の本を友達に読んでもらいながら、一緒に楽しむ姿
が見られた O
クラスの友達からの思いやりや励ましが、新しい遊びに挑戦する本児の意欲を高
め、生活に自信が感じられるようになった O また本児が友達を誘って一緒に遊ぶなど
のかかわりを持つことができた O
? ?? 、
?
3. 5歳年長組
遊び，活動生活・友達とのかかわり
年度当初 支援講師が替わり進級当初は戸惑いを見せていたが、徐々になじみ関われ
るようになった。
ロッカ一等の場所は 3年問、同じ場所を使った。
新入児との関わりでは、声になじめず部屋にいることが多かったが、 4月
下旬には慣れて今までのペースで過ごせるようになった。
食事で箸が使えるように、スプ|・ 外に出ることも多くなり、祖父
ーンから箸に替えて練習を始め| と一緒にトラクターにも乗るよ
た。 I うになった。
お弁当には箸を使って食べるよ
?????
圏内での様
子 うになった。
紙パック牛乳のストローを一人
で挿して飲む。
沢山の友達が遊ぶままごとの側
に行き「まぜてと言い、入れ
てもらう O
A 児への友達の手伝いを「でき
運動会練習では担任の笛の音を
聞き分けトラック 1周を一人で
走れるようになった。
縄跳びではリズミカルに跳ぶこ
とができるようになった。
点字導入練習に興味を持って取
り組んだ。
るj と断るようになった。
日常生活は援助を殆ど必要とせず、一人でできるようになった。
人や物に対する恐怖心がほとんどなくなり、事前に説明すると抵抗無
く取り組めるようになった。
縄跳びでは一人で連続して跳ぶ回数が増え、 10回程できるようになっ
た。
生活発表会ではのびのびとはっきり発表する姿が見られた。
集団生活 3年目となり、園における日常生活は自立したものとなった。友達への働
本児の変容
きかけにもかなり積極性が見られるようになった。その中で周囲の友達との違い(目
の見える友達と見えない自分)について戸惑いを感じ
ていることがあった O
V. おわりに
3年間の B園へのコンサルテーションの成果を概観
すると、 B園の担当者が初めて視覚障害のある子ども
の指導にあたる不安感を軽減することができ、 A児の
保護者にも安らぎをもたらして両者の信頼関係の中で安定感のある保育が展開された
? 、
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ことではないかと思われる。このことは保育者がマラソンでの伴走に A児の走りやす
いひもを考案するような新たな指導の工夫の数々を生み出す力にもなっていった。
他方、 A 児の保護者に対して B園からは多大な育児支援が行われた O 視覚障害のあ
る場合には日常の生活が過保護になりがちであり、そのような早期の専門的な支援は
大学でも盲学校においても伝達されてはいたが、 A 児の家庭では自立を目指した努力
が不足している面があった O そのため A 児には基本的生活習慣の自立が幼稚園生活の
大きな目標となり、 B圏へのコンサルテーションの課題のーっとして積極的に取り組
まれた O その結果、食事、衣服の着脱、衛生面などにおける用具の選択や使用の工夫
を保護者に提案し、園と家庭が協力して A 児の身辺処理の力を育み、自立した園生活
を可能としていった O
さらに園生活の大きな成果は B園における A 児の友達との交流であった o B園は
宮城県北部の人口 1万人程の町にある 4つの幼稚園の中で在園児 20名余の最も小規
模の園である O また、保育者は園長、支援講師を含めて 4名と視覚障害のある A児に
とっては人の存在や動きを把握し易し、小集団での生活であった o A 児は年少組の折や
年中組、年長組に進級した当初には当然ながら不安な様子を見せたが、保育者や友達
の声を覚え、人を特定できるようになると落ち着きを得られるようになっていった。
また、クラスの友達は A 児の手をつないで誘導したり、他児に対する場合とは異なり、
言葉での伝達を大事にしたりする行動を見せるようになった。 A 児を交えた子ども同
士の遊びでは A 児のペースを見守りながら一緒に楽しむゆとりが育まれていった O こ
の共に暮らした園児達には障害のある友達への優しい心遣いが育っているのが感ぜら
れる O そして、 A 児には年長組の後半に友達とのいざこざの際「見えないんだからし
ょうがないでしょ J と抗議するような場面も見せて心の成長を感じさせるものとなっ
たD
こうした A 児の 3年間の見事な成長は B園の保育者の熱心な温かい指導によるも
のである O 私共のコンサルテーションと本報告のまとめには、 B園はじめ関係機関の
方々に多大なご協力をいただいた O ここに深く感謝の意を表したい O
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